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編 集 後 記

あの東 日本大震災か ら1年 が経ちました。復興の足音は少 しずつ聞こえて きますが、生活再建には

まだ時間がかか りそ うです。今冬は大変厳 しい寒 さで、各地に大雪警報 も出されています。 これ も地

球温暖化の影響 と言われていますが、仮設住宅での生活も大変気になるところです。

さて、本年度の応募は8題 あ り、それ らの分野 も多彩で した。そ して、それ らの論文のすべてが査

読 コメン トにそ って追加修正され て、1題 もかけることな く掲載 されま した。今回の大阪大学看護学

雑誌の特色 は、『レター』とい う区分 を作 ったことです。それに伴い、「大阪大学看護学雑誌投稿規定」

を改定 し、 「4.原 稿 の締切および採否」の第2項 目に従来からの規定であ る、「2)原 稿の採択およ

び論文の種類は査読者 の査読を経て編集委員会で決める。」に 「なお、査読者が論文 としての採択では

な く、看護情報 を広報す るものとして掲載す ることが望ま しい と判断 したものについては、編集委員

会にその旨を提案 し、編集委員会において掲載が可能 とされたものにっいては、原稿の内容 によりそ

の他(例:レ ター ・記事)と して掲載することもある。」を追加 しま した。本看護学雑誌に幅を持たせ

て、看護に関す る役立ち情報を掲載す ることで、今後の私たちの看護活動の視野の拡が りと、看護研

究の課題 の拡が りができれば と考えたためです。 これからも、看護上有益な情報があ りま したら、 ど

ん どんお知 らせいただければ、あ りがたい と思います。
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